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[ Ⅰ ]
つぎの定積分の値を求めなさい．

(1)
∫ log 2

0
e−2xdx

(2)
∫ e

1
x log xdx

(3)
∫ √

3

0

x + 1
x2 + 1

dx

(4)
∫ π

8

0
sin2 x cos 2xdx

解答
(1) ∫ log 2

0
e−2xdx =

[
− 1

2
e−2x

]log 2

0

= − 1
2
(
e−2 log 2 − e0)

= − 1
2

(
elog 1

4 − 1
)

= − 1
2

(
1
4

− 1
)

=
3
8

(2) ∫ e

1
x log xdx =

[ 1
2

x2 log x
]e

1
−
∫ e

1

1
2

x2 · 1
x

dx

= 1
2

e2 − 0 −
[ 1

4
x2
]e

1

=
e2 + 1

4

(3) ∫ √
3

0

x + 1
x2 + 1

dx =
∫ √

3

0

x

x2 + 1
dx +

∫ √
3

0

1
x2 + 1

dx · · · · · ·①
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である。この右辺の第 1項は ∫ √
3

0

x

x2 + 1
dx = 1

2

∫ √
3

0

2x

x2 + 1
dx

= 1
2

[
log(x2 + 1)

]√
3

0

= 1
2

log 4 = log 2

であり，第 2項は x = tan θ とおくと

∫ √
3

0

1
x2 + 1

dx =
∫ π

3

0

1
tan2 θ + 1

· (1 + tan2 θ)dθ

=
∫ π

3

0
dθ = π

3

となるから，①より ∫ √
3

0

x + 1
x2 + 1

dx = log 2 +
π

3

注釈 ①のように積分を分けずに，最初から x = tan θ とおいて置換積分してもよい。

(4) ∫ π
8

0
sin2 x cos 2xdx =

∫ π
8

0

1 − cos 2x

2
· cos 2xdx

= 1
2

∫ π
8

0
(cos 2x − cos2 2x)dx

= 1
2

∫ π
8

0

(
cos 2x − 1 + cos 4x

2

)
dx

= 1
4

∫ π
8

0
(2 cos 2x − 1 − cos 4x)dx

= 1
4

[
sin 2x − x − 1

4
sin 4x

]π
8

0

=
√

2
8

−
π

32
−

1
16
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[ Ⅱ ]
関数 f (x) = e−(log x)2 に対して，原点を O とする座標平面上に曲線 C : y = f (x) を考える．ただし，x > 0 と
する．C 上の点 P (x, f (x)) に対して，P から x 軸へ下ろした垂線を PH とするとき，三角形 OPH の面積を S と
する．このとき，以下の問いに答えなさい．

(1) S の最大値を与える x の値と S の最大値を求めなさい．

(2) 曲線 C の変曲点の座標をすべて求めなさい．

解答

(1) x > 0, f(x) > 0より，S = 1
2

xf(x)であるから

dS

dx
= 1

2

{
1 · e−(log x)2

+ xe−(log x)2
· (−2 log x) · 1

x

}
= 1

2
e−(log x)2

(1 − 2 log x)

したがって，増減は次のようになる。

x (0) · · · e
1
2 · · ·

f ′(x) + 0 −
f(x) ↗ ↘

よって，S は x =
√

eのとき最大で，その値は 1
2

e
1
4 である。

(2) f (x) = e−(log x)2 より

f ′(x) = e−(log x)2
· (−2 log x) · 1

x

= −2 · log x

x
e−(log x)2

f ′′(x) = −2
{

1 − log x

x2 e−(log x)2
+ log x

x
e−(log x)2

· (−2 log x) · 1
x

}
= −2e−(log x)2

· −2(log x)2 − log x + 1
x2

= 2e−(log x)2
· (log x + 1)(2 log x − 1)

x2

f ′′(x) = 0とすると，x = e−1, e
1
2 であり，これらの xの値の前後で f ′′(x)は符号変化する。

よって，変曲点は
(

e
1
2 , e− 1

4

)
,
(
e−1, e−1)である。
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[ Ⅲ ]
三角形 ABC は ̸ A = π

2
の直角三角形であり，AB = 4, BC = 5, CA = 3 を満たしている．三角形 ABC の内

接円を C1 とし，その半径を r1 で表す．つぎに，円 C1 と外接し，かつ，辺 BC および CA の両方に接する円を C2

とし，その半径を r2 とする．以下，同様に，n = 1, 2, 3, . . . に対して，円 Cn と外接し，辺 BC および CA の両
方に接する円を Cn+1 とし，その半径を rn+1 とする．ただし，rn+1 < rn, (n = 1, 2, 3, . . . ) とする． ̸ C = θ と
おくとき，以下の問いに答えなさい．

(1) tan θ

2
の値を求めなさい．

(2) 数列 {rn}の一般項を求めなさい．

(3) 円 Cn の面積を Sn で表すとき，
∞∑

n=1
Sn を求めなさい．

解答

A B

C

4

5
3

θ

(1) 角 Cの二等分線と辺 ABの交点をMとおく。このとき ̸ MCA = θ

2
である。角の二等分線の性質より

AM : MB = CA : BC = 3 : 5

である。よって AM = 3
2
である。ゆえに tan θ

2
=

3
2
3

=
1
2
である。

A B

C

M 5
2

3
2

5
3

(2) 三角形の面積に注意すると
1
2

r1(AB + BC + CA) = △ABC = 6

であるため，r1 = 1 である。
以下，円 Cn の中心を On で表す。点 On は，直線 CM上にあるため，下図より

rn − rn+1

rn + rn+1
= sin θ

2

である。
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A B

C

M

O1

O2

On

On+1

rn + rn+1

rn − rn+1

θ
2

(2) より tan θ

2
= 1

2
であるため，sin θ

2
= 1√

5
である。よって

rn − rn+1

rn + rn+1
= 1√

5

である。これを整理して

rn+1 =
( √

5 − 1√
5 + 1

)
rn

であるため，

rn = r1

( √
5 − 1√
5 + 1

)n−1

=

( √
5 − 1

√
5 + 1

)n−1

である。

(3) (2) より Sn = π

{( √
5 − 1√
5 + 1

)2}n−1

であるため，0 <

( √
5 − 1√
5 + 1

)2

< 1から

∞∑
n=1

Sn = 1 · 1

1 −
( √

5 − 1√
5 + 1

)2 π

= (
√

5 + 1)2

(
√

5 + 1)2 − (
√

5 − 1)2
π

= 6 + 2
√

5
4
√

5
π

=
5 + 3

√
5

10
π

である。
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講評
[ Ⅰ ]［小問集合］(易) ：積分計算からの出題であった。どれも平易な内容で落とせない。

[ Ⅱ ]［数Ⅲ微分法］（やや易）：指数関数と対数関数の合成関数に関する出題であった。考え方は平易で計算がやや複
雑であるが，時間を考えれば丁寧に計算していけばよいだけである。ここも落としたくない。

[ Ⅲ ]［極限］（やや易）：無限級数からの出題であった。典型的な出題で，例年 1次試験 (N1)で見られた出題が 2次
試験で出題された。特に難しい考え方なく，ここも落としたくない。

昨年度に比べると易化した。どれも典型的な出題で解法も決まっているものばかりであった。時間も考えれば正規
合格ラインには 1題も落とせないのではないだろうか。

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410
東京都渋谷区代々木 1-37-14

https://yms.ne.jp/

26年度解答速報はメルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧

メルマガ登録 LINE 登録


